





























































327  前節で取り上げた装飾的な実用工藝品（dekorative Gebrauchskunst）の造形と機能への考察を
参照。
328  これが、その企業のパンフレットで強調されている。
329  次の新聞『ヴォルファッハ郡報』の記事（1967年2月11/12日）を参照, 「人形王国の華麗な
メルヒェン世界　-人形造りから人形作家へ／バート・リッポルトザウの小さな工藝作品が





　　手仕事工藝    　クラフト　
　　＝ 手仕事作品  64.3% 　＝ 機械による制作  36% 
　　＝ クオリティの高い作品 19% 　＝ クオリティの低い作品 28% 
　　＝ 一品制作   11.9% 　＝ 手藝ミニチュア（Basteleien） 24% 




































　　手仕事工藝  52.6%  
　　クラフト  23.7%  
　　藝術 334  18.4%  

















　　藝術作品と手仕事工藝 26.1%  
　　藝術作品とクラフト  26.1% 
　　手仕事工藝とクラフト 26.1%  
　　藝術作品と民藝作品    8.7% 
　　手仕事工藝と民藝品    8.7% 
























































































































Jacob FALKE, Die Kunstindustrie de Gegenwart （1868）, S.41.[訳者補記]ファルケのこの文献は
1867年のパリ万国博に関する報告書であった。
341  参照, Ernst RÜLKE, Bildhauerei in Holz. In: Werkkust, 24 （1962）, H.4, S.3-8.; DERS, Bildwerke in 













　　家具・カッコウ時計のパーツ   50  
　　立体的なフィギュア（クリッペ・フィギュア、  
　　　　マリア像、キリスト像、聖者像）  39
　　道標     28  
　　壁の浮彫     22  
　　仮面     19   
　　土産品の小物    17  










































343  Franz LIPP, Volkskunst und Handwerk in Österreich （1957）,  S.22. 
344  Vladimir SCHEUFLER / Jitka STAŇKOVÁ / Miroslav JANOTKA, Der Begriff „Volkswerk“ und dessen 
Applikation （1964）, S.5f.; なおこれとはまったく異なった試みとして次を参照, Fritz 
TAUTENHAN, Das Schnitzen als Kunst, Volkskunst und Kunstgewerbe. In: Mitteldeutsche Blätter für 























345  次の記念出版を参照, 100 Jahre Gewerbeverein Triberg. Die Geschichte des Vereins. 1853-1953. 
Triberg 1953.; Adolf KISTNER, Die Schwarzwälder Uhr （1925）, S.133.; Paul GEHRING, Die 
Schwarzwälder Uhrmacherei in wirtschaftsgeschichtlichem Überblick. In: Der Museumsfreund 2, 
1962, S.29-34, bes. S.32f. 






































































352  Marie-Luise SCHEERER, Bauend erst baut der Mensch sich selbst. Utopia im Großstadtwinkel – Wenn 





























354  Leopold SCHMIDT, Volkskunst in Österreich. （1966）, S.66.  
355  （Ferdinand） （AVENARIUS）, Piepenbrinks im Garten. In: Der Kunstwart, 12 （1899）, S.205-210.; 
DERS.,  Glaskugeln in Gärten. In: Der Kunstswart, 13 （1899/1900）, S.249f.; Hans KAPFFMEYER, 
Wieder einmal unsere Hausgärten. In: Der Kunstwart, 15（1） （1901/02）, S.529-531.  G. F. 
HARTLAUB, Der  Gartenzwerg und seine Ahnen. Eine ikonographische und kulturgeschichtliche 
Betrachtung. Heidelberg 1962. ; Willi MÜLLE, Der Gartenzwerg – ein zeitgenössiches Phönomen. 
（1960, 1961）.; Herbert FREUDENTHAL, Volkskundliche Streiflichter （Gartenzwerg（. （1958）.




















ツェル（Innzell bei Traunstein [訳者補記] バイエルン州の南東、隣国オーストリアのザルツブル
クの西5km）でも見受けられる。それは、＜引揚民の図畫の教師＞で、樹根や曲がった樹で
作られ、＜お化けの道＞（Geistereweg）と言う。次の新聞のコラムを参照, Artikel: Geister als 
Gastgeber. In: Südwest Presse, vom 20. VI. 1968.; ま た ツ ヴ ィ ー ゼ ル ヴ ァ ル ト ハ ウ ス
（Zwieselwaldhaus [訳者補記] バイエルン州南東バエイルン森のなかの山小屋の名称）に住む木
こりでルートヴィヒ・シャイデル（Ludwig Pscheidel）という人物が手がけた樹根のお化けに

























































364  ここで取り上げているヘッヒンゲン郡ジッキンゲン（Sickingen, Lk. Hechingen）の手藝者の
父親も前庭手藝を手がけている。その庭の中央には大きな城が据えられている。なお父親は
クリッペ制作家として知られている。


































































（Gasthof "Anker”, Schmalegg, Lk. Ravensburg）の女将だった。そこではガーデンノームの他
に、ビスマルク、ゲーテとシラーの胸像、古典古代の彫刻の頭部、天使の像、それにほとん
ど等身大のキリストの像が置かれている。



































































































377  最近では特にニルス・アルヴィッド・ブリンゲウスの考察を参照, Nils-Arvid BRINGEUS, Das 







ちこちを回ることができる。＞　In: Der Spiegel, 22 （1968）, Nr.23, S.79. 
379  『シュトゥットガルト新聞』の記事「玩具会社の億万長者が最高の遊園地を建設」を参照  
 In: Stuttgarter Zeitung, vom 4. VI. 1968.
380  次の『シュトゥットガルト新聞』の記事を参照, ＜昔のモニュメントと対照的に、建築家
トゥユスは、数棟の近代的な建物を取り付けた。超モダンな「ホテル・ヴェルヴェデーレ」、
デパート数店、そして巨大な官庁舎である。さらに港湾も作り、河川・水門・倉庫・クレー
























いる。参照, In: Stuttgarter Zeitung, vom 9. V. 1968. 





プレス』紙の記事を参照, In: Rottenburger Post / Südwestpresse, vom 7. V. 1969. 
384  Mohammed RASSEM, Gesellschaft und Bildende Kunst. （1960）, S.26.  
385  Konrad HAHM, Gundzüge der deutschen Volkskunst. （1934）, S.400-413.
386  ＜いじけ手すさび＞（Pimpeleien）  Ferdinand AVENARIUS, Vom Pimpeln. In: Kunstwart, 11（2） 
（1898）. S. 133-152. 




























セイが謳いあげている。“Der Jugend Spiel und Beschäftigung. Illustrierte Zeitschrft für Spiel, 
Beschäftigung, Unterhaltung, Handfertigkeit und Hausfleiß. 　
389  Der Bazar, 8 （1862）, S.84 und 370; 13 （1867）, S.331.  
390  Der Jugend Spiel und Beschäftigung, 1884, S.2, 15-17, 28.  





























ス・トーマ（Hans Thoma 1839-1924）の記念ミュージアムが 1949年にベルナウ市長バウル
（Ludwig Baur）によって開設された。











































（155）カール・ヨーゼフ・マイ（Carl Joseph May 1747-1822）：マインツに生れ、アシャフェンブル
クに没したコルク模型作家（Phelloplastiker）。本職はパティシエで、アルザスのオスタイン伯
家（von Ostein）に仕えたのが最初で、次いでマインツ大司教・レーゲンンスブルク司教・帝
国宰相を歴任したカール・テーオドル・フォン・ダールベルク伯（Karl Theodor von Dalberg 
1744-1817）のパティシエであった。アントニオ・チチに続いてコルク模型作家として活躍し、
遅くとも1793年には模型作家となっていた。その作品は王侯貴族に愛好され、特にアシャフェ
ンブルクのヨハニスブルク城館博物館（Museum Schloss Johannisburg in Aschaﬀenburg）のコレ
クションは54点を数える。　


















民俗学博物館（Museums für Deutsche Volkskunde）の館長であった。ヴァイマル時代には、同
館の設立に力のあった国家藝術監督エトヴィーン・レープローツの協力者であった。ナチス
期の初期にはアードルフ・シュパーマーに近く、民藝を専門とした。






（156）『デア・バザール：イラスト女性新聞』（Der Bazar. Illustrierte Damen-Zeitung）：1855年にベル
リンで創刊され、1932年に終刊となった。ドイツ初の女性をターゲットにしたモード・娯楽
紙として人気を呼び、当初は隔週刊であったが、需要に応えて1857年から週刊となった。 
